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4つの応援の柱 活動報告

令和２年度、びーのびーのは創立２０周年の節目に

『4つの応援の柱』を掲げ、寄付キャンペーンを行いました。

おかげさまで沢山の方々からご支援をいただき、法人として
未来に向けて新しい取り組みに

チャレンジしていくことができました。

皆様のご支援で行った活動を報告いたします。



1.びーのびーのをまるごと応援のために

 寄付総額：1,373,536円/目標：300,000円

 ～純然たる運営資金に～
新型コロナウィルス感染症による法人の減収減益を補填し、びーのびーのが港北区で活動できる
ための支援

【活動結果】子育て中のびーの活動を応援し隊

法人活動として最も大事にしていきたい
『子育て中のスタッフ、ボランティアへの活動』の応援に活用。
現在、乳幼児がいるため単身で活動できないサポートメンバーや、
未就学児及び低学年の学童期の子どもの長期休園・休校期間に
事務所勤務ができない職員が多数いる。
そういう方々が活動できるようにするために、
預かりに関する必要経費の補助を行い、少しでも活動しやすい環境
づくりを行った。

制度を利用して活躍するスタッフ



2.家族シミュレーション「仕事×家族×
地域のトリプル支援」のために
 寄付総額：130,580円/目標：250,000円

 ～企業・団体側の導入における無料モニター期間の資金に～

夫婦が子育てと仕事を両立しながら、様々なサービスや支援を使って、どうしたら生活していけるの
か？そんな相談や不安に寄り添う企業の若手職員や管理職向けの研修事業

『家族シミュレーション』の本格展開への応援。

【活動結果】家族シュミレーションをオンライン開催

・参加人数24名（参加企業・団体 22社）
今までは実際の乳幼児に触れる実体験を根幹にしたプログラムに
取り組んできた。
コロナ禍において、家庭の中に労働が入り込み、仕事と子育ての両立
支援には今までになかった問題が浮上。
社会の変化も踏まえ、この取り組み継続のため、
実際に両立家庭への取材により映像教材を制作し、
新しい家族シュミレーション研修プログラムを作った。

・第14回キッズデザイン賞受賞



3.ひとり親家庭の支援のために
～食を通じてサポート～
 寄付総額：193,000円/目標：200,000円

 ～配布、送付のための人件費や配送費用、現物購入資金に～

主にひとり親家庭に食料品配布していく活動。配布食品の種類を増やして、仕分けや分別、

家庭に届けられる運送費なども含め、安定的に運営することを目指すための応援。

【活動結果】ひとり親への食品配布を実施

『シェアねっと』の活動を通して、
どろっぷ・どろっぷサテライトの利用者や
近隣の方々からいただいた食品を、
毎月約２５世帯に配布中。

まだまだ安定的な供給には至っておらず、
引き続きの支援が必要。



4.妊娠期＆新生児家庭を地域でケアでき
る体制づくりのために
 寄付総額：80,000円/目標：250,000円

 ～実走支援 開始のための準備資金に～

子どもを初めて持った家族が、産後すぐから医療的ケアも受けながら、地域の中の見守る目と

手を増やしながら、日常生活の中でもケアされ、親として子育てしていく地域に根付いていく、

そんな場を作るための具体的な仕組みを検討する事業。

「新生児ファミリーミニステイ実現のためのプラットフォームづくり」を応援。

【活動結果】構想に向けたZoom会議を実施

活動資金としてはまだ十分ではなく、次年度以降の重要課題として関係者で
年間約２０回の会議を実施し、母子保健職、看護職、心理職、社会福祉職、医療職
有識者など多職種での学びを深め、実証、試行に向けた取り組みにつなげていく布石
となった。



すべては子育て環境づくりの未来への投資として・・・

今後も継続的なご支援をお願いいたします


